
＊事務所 ＊例　会

〒574-0046 毎週水曜日　12：30～13：30

大東市赤井1-2-10-4Ｆ ホテル阪奈   

TEL：072-872-6349 〒574-0012 大東市龍間266-8

FAX：072-872-6552 TEL：072-869-0181

E-mail： dc-rc@eagle.ocn.ne.jp FAX：072-869-0105

第 回　例　会　令和 年 月 日

開　会　点　鐘 ：  12:30

ロータリーソング ： 「我等の生業」

来　客　紹　介 ：  親睦活動委員長

会  長  の  時  間 ：  会　　長

諸　　報　　告 ：  幹事、各委員長、出席報告、ニコニコ箱

卓　　　　　話 ： 「社会奉仕月間に因んで」 地区社会奉仕 青田朝代 委員

閉　会　点　鐘 ：  13:30

月 日の例会の記録

： 名

： 名

： 名

： 名

： ％

： ％

お客様： ％

国際ロータリー第2660地区 地区幹事　鈴木一正様（茨城RC）
ガバナー簡仁一様（茨城RC） 地区幹事　平松克一様（茨城東RC） 米山奨学生　シュ ツァイ ティンさん

10月7日

出　席　率

次回（11/11）のお知らせ

出席規定免除者数

欠　席　者　数

卓話：「財団寄付と認証」　講師：地区R財団委員長 岩佐嘉昭氏　担当：吉村R財団委員長

 2020～2021年度

1077 10 282

 国際ロータリー・テーマ

 ロータリーは機会の扉を開く

・11/18㈬ 卓話 ： 「 自 己 紹 介 」　多 田 羅 会 員　　  5

19

  社会奉仕 岡橋由佳 委員長

修正出席率

76.92

・11/25㈬　 　　　　　　　　休会日　　　 　　　　　　　　

69.23

79.16

3

・12/9㈬  　　　ク　リ　ス　マ ス 例 会　         　　　 

・12/2㈬  卓話：「半期報告」会長･幹事･会計･SAA･各委員長  
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第2660地区　大東中央ロータリークラブ

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.dcrc31477.com/

　RI会長 ホルガー・クナーク

■会長：庵谷和宏　 ■幹事：大和田雅江　■会報委員長：荒金正之　
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出　席　者　数

27 ・11/4㈬　 　　　　　　　　休会日　　 　 　　　　　　　  

21

会　員　数

・11/11㈬ 卓話:｢Ｒ財団月間に因んで｣　担当:Ｒ財団委員長   

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

1.真実かどうか

2.みんなに公平か
3.好意と友情を深めるか
4.みんなのためになるかどうか

出 席 報 告 お知らせ
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・簡ガバナーようこそおいで下さいました。宜しくお願い致します。

　荒矢・大東・北田・岡橋・岡野・庵谷・田中　各会員

・ようこそ簡ガバナー！！本日はよろしくお願いします。

  青田・荒金・森原・白川・吉村　各会員

・ガバナーご来訪ありがとうございます。　西垣会員

・簡ガバナーようこそよろしく御指導のほどお願いします。　岩本会員

・ガバナーを迎えて。　樋口会員

・本日ガバナーをお迎えして宜しくお願いします。　大和田会員

・簡ガバナーようこそおいで下さいました｡懇談会有難うございました｡　住川会員

・10/18米山奨学生朱さんと宝塚観劇を楽しみました。会場は新しい宝塚ホテルでし

　た。　糸川会員

・お久しぶりです。コロナ、インフルエンザ気を付けて下さい。　西村会員

今期累計額

≪　会長の時間　≫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　庵谷　和宏

皆様、こんにちは

本日は10月21日の例会には第2660地区の簡ガバナー・茨木RCの鈴木様・茨木東RCの

平松様がお越しになられました。誠にありがとうございます。

それでは、本日の会長の話ですが、前回お話を避けました新型コロナウイルスに関

して自身が会社の事例で変化を感じたお話しをさせて頂きます。

先日、弊社の女性社員がコロナの感染者の濃厚接触者になりました。

数日前に会食した友人が感染者になってしまったからです。

その友人から弊社の女性社員に、自分がコロナの感染者になってしまったので、

保健所から濃厚接触者の連絡が入ると思う｡本当にごめんなさい｡と連絡が入りまし

た｡女性社員は出勤中であったが､そのまま帰宅して保健所からの連絡を待ちました。

結果、大東市の保健所からの連絡があり、病院でＰＣＲ検査を受けて、その日の夕

方に陰性反応が出ました。これで本件は終了となりました。

しかし、気になったのは、もし女性社員に陽性反応が出た場合は、弊社の従業員に

も濃厚接触者が居ると考えられるので、それはどのような基準なのかでした。

最悪の場合、感染者となった友人との会食日を想定したうえで、実際には何日にな

るかを確認した所、次の2通りの答えが返ってきました。

①濃厚接触者となった女性社員に発熱などの症状が発生した場合は、症状が発生し

　た日から2日前までの接触者が対象となります。

②濃厚接触者となった女性社員になんの症状も無かった場合については、

　1つ目は、ＰＣＲ検査を受けて陽性反応が出た場合は、この検査を受け2日前まで

　の接触者が対象となります。

　2つ目は、ＰＣＲ検査を受けて陰性反応が出た場合は､当然の事ながら接触者の該

　当者はいない。との事でした。

当　日　計 ¥39,000

¥183,000

ニコニコ箱
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この結果、はっきりとは言えませんが、以前に同様の事例が発生した時と比べて対

象者や対象期間の範囲やその対応などに、慣れが出てきたのか、もしくは、あまり

心配する必要が無くなったのか、非常にあっさりとした感じを受けました。

さて､10月になって例会も再開されましたが､他クラブでは食事無しの例会もありま

す。これからも､コロナ対策には油断する事無く､出来る事はやっていきたいと思い

ます｡その一つとして､ZOOM と呼ばれる双方向の通信システムがありますので､今後

の例会で今の対面式の例会と併用して出来ないものかと検討して参ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上、会長の時間でした。

[幹事報告]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事　大和田　雅江

1、本日は2660地区ガバナー簡様、地区幹事鈴木様、地区幹事平林様（茨木東RC）

ようこそおいでくださいました。本日の例会卓話宜しくお願いします。

2、米山特別寄付のお願い

10月は米山月間です。寄付について12月の確定申告で米山の寄付は税金控除となり、

節税が出来ます。その事もあり12月までに寄付の納入をお願いしております。

因みに去年は18名の会員が寄付をして下さいました。我クラブは毎年米山奨学生を

受け入れています。皆様のご協力宜しくお願いします。

3、クラブ創立記念25周年を迎えて

1996年3月14日、40名で大東中央ロータリークラブが創立しました。

来年、3月で25周年を迎えます｡

今年度の会長は２名の会員増強を目標としています。

創立当初40名の会員には手は届きませんが２名の会員増強を創立25周年目まで皆で

力合わせて増やしましょう！

4、地区大会12月12日、IMロータリーデー3月6日

両日ともコロナの影響もあり､ライブ配信となっています｡各クラブ紹介等で､今､写

真と文書作りに広報委員長荒金会員が作成に奮闘して頂いております｡又､事務局の

出田さんの協力で良い作品ができそうです。ご奮闘宜しくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

〔委員会報告〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 社会奉仕委員長　　岡橋　由佳

10月17日(土)大阪ＹＭＣＡ国際文化センターに於いて、社会奉仕委員長会議に出席

しました。内容は10月28日の「社会奉仕月間に因んで」で報告致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　米山奨学委員長（ｶｳﾝｾﾗｰ）　糸川　千惠子

10月18日(日)宝塚ホテルにて米山奨学生レクリエーションに米山奨学生朱さんと参

加し、宝塚観劇を見てきました。
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●））先週の卓話（（●

国際ロータリー第２６６０地区

２０２０-２１年度ガバナー

　　　簡　仁一　氏

クナーク会長は､このテーマについて､ロータリーがクラブに入会するというだけで

はなく､「無限の機会への招待である」という思いを込めた､と語っておられます。

「奉仕プロジェクトを通じて会員自身や受益者の人生をより豊かにするための道を

開くのがロータリーである」と力説され、「ロータリーは、リーダーシップの機会、

奉仕のアイデアを実行に移すために世界を旅する機会、そして生涯続く友情の絆を

築く機会を与えてくれる」とも述べられました。

そのうえで、「私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かのために機会の扉を開い

ています」と強調されました。

このRI会長のテーマに基づき､2020-21年度第2660地区の年次目標を6項目掲げました。

1.会員基盤の強化

年代､職業､男女の別いずれにおいても､多様な会員を受け入れる柔軟性と､ロータリ

ーの基本的な価値観を再認識し、クラブのあり方を方向づける「クラブビジョン」

を作成しましょう。問題意識を共有し、会員の退会を防ぐ姿勢を、だれもが持ち続

ける必要があります。

2.ポリオの根絶

現在､ポリオウイルス株の2型､3型は根絶され､あとは1型だけです｡また､ポリオの常

在国は､アフガニスタンとパキスタンの2か国だけとなりました。

ナイジェリアは発症例が３年間報告されておらず、今年中に根絶の宣言がされるで

しょう｡ポリオの発症がどこかで起きている限り､感染の危険は世界中の子どもに及

ぶことになります。世界中で根絶されるまで活動を続けていきましょう。

3.青少年の活動を支援

未来を担う若い世代を支援し､リーダーを育てることは､ロータリアンの使命です。

当地区は､インターアクト､ローターアクト､青少年交換､ライラ､米山奨学生､ロータ

ホルガー・クナークＲＩ会長のテーマ

“ROTARY　OPENS　OPPORTUNITIES”

～ロータリーは機会の扉を開く～
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リー学友などの青少年プログラムに積極的に取り組んでいます。ロータリアンと青

少年がともに活動できる奉仕の機会を、さらに作っていきましょう。

4.ロータリー財団活動の推進

ロータリー財団は､ロータリーの奉仕プロジェクトを支える柱です。年次基金は､３

年後の奉仕活動の資源となり､恒久基金は将来のロータリー活動を担保し､ポリオ基

金はウイルスとの闘いの象徴です｡ご理解いただき､ご協力をよろしくお願いします。

5.米山記念奨学会活動の推進

日本と海外との懸け橋となる米山奨学生の支援をお願いします｡4月から継続を含め

て､49名の米山奨学生が､皆さんのクラブでお世話になっております。未来を担う若

い力を応援してください。

6.IT化の推進と公共イメージの向上

IT化は避けては通れません｡My Rotaryの登録､クラブセントラルの活用をぜひ､よろ

しくお願いします。ロータリーについて知ってもらうための一番の広告塔は、ロー

タリアン自身です。会員以外の人にも、ロータリーに親しんでもらう機会をつくっ

ていきましょう。

私は、地区スローガンの決定にあたって、3つのことを考えました。

①基本の再認識を

ロータリーは変わったのか、という声をよく耳にしますが、私はそうは思いませ

ん。2019年-20年度の新しい標準ロータリークラブ定款は､表現が多少異なってい

るとはいえ、基本となる考え方は従来と同じです。それは、すなわち、四つのテ

スト、超我の奉仕、中核的価値観といったロータリーの価値観です。

そして、ロータリーは、こうした価値観を共有する人たちの集まりであり、だか

らこそ、確かな信頼関係が築かれているのです。今こそ、ロータリーの基本を再

認識しましょう。

②誇りと自信を持って

ロータリーで、私は、多くの尊敬できる先輩の皆さん、多くの信頼できる友人を

得ることができました。一人ではなかなかできない奉仕活動に取り組むことがで

き、その活動を通して、大きな感動を得ることもできました。

こうした素晴らしい集まりの会員であることに改めて意識を向け、ロータリアン

としての誇りと自信を、皆さんに持っていただきたいと思います。

③未来をつくる
時代に対応する多様性、柔軟性、適応力がなければ、ロータリーの未来をつくっ

ていくことはできません。例えば、SF映画のように、過去に戻って、今を変える

ことはできないのです。

しかし、未来は、私たちの手の中にあります。私たちが、未来をつくっていくこ

とができるのです。
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私は、こう呼びかけたいと思います。

　ロータリーの基本を再認識してください。

　　ロータリアンとしての誇りと自信を持ってください。

　　　そして、一緒にロータリーの未来をつくっていきましょう。

そこで、地区スローガンは

「Back to the Basics and Fly to the Future」
　　(ロータリーの基本に戻って、新しい未来へ）の意味を込めて

BACK, To the FUTURE～基本に戻って未来へ～
とさせていただきます。

　これから一年間、クラブの皆さまとともに、基本を見つめ直して考え、歩んでま

いりたいと思っております。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

地区大会ＰＲ

地区幹事　鈴木一正様（茨城RC）

地区幹事　平松克一様（茨城東RC）

ロータリー財団より称号が贈られました

☆ベネファクター

☆ポール・ハリス・フェロー

庵谷和宏 会員

お誕生日おめでとうございます。
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